
猫に咬まれて死んじゃうの？ 
こんにちは。岡田響です。 

ちょっとびっくりしたニュースがありましたね。血小板減少などの症状がで
て亡くなった50代の方を調べたら、「ＳＦＴＳ（重症熱性血小板減少症候
群）」が疑わしい、という報道がありました。この病気はダニからうつる新
しいウイルス感染症としてここ数年話題があります。ダニからではなくて、
ネコからうつるのか？が大事なところです。衰弱したノラ猫を助けようとし
て噛まれた、というのはありがちな話で、私たち獣医師も少なからず猫に噛
まれることを経験していますし、あまり楽観視できない部分もあります。後
で報道が訂正されたりして情報も不安定な部分がありますが、国立感染症研
究所の情報を参考にして下さい。 

ここを見ると、ヒトからヒトへ、というのもあると記載があります。 

マダニは色んな病気を運ぶことが知られていますが、一方でノミにも有名な
ものがあるんです。「ねこひっかき病」ってご存知でしょうか？これはノミ
が運ぶバイキンが、ネコに引っかかれるときにうつされて問題となるヒトの
病気です。 

どちらも、いつなるのかは全く予測が付きません。ＳＦＴＳの場合は、ヒト
が死亡してしまうかもしれません。今のところ西日本が多く、高齢者の方が
多いようです。 

どうしたらよいのでしょうか？ 

まずはノミとマダニの予防をしましょう。 

感染経路を断つわけです。 

おうちの中に入ってしまうのをなるだけ予防します。 

入ってしまってからだと、またまた一苦労となります。 

入る前にやっておけば、ヒトも安心して過ごせるわけです。 

どうやって？というのは、毎月一回、お薬をつけたり飲ませたりしておくだ
けです。特にこの時期、一番大事な時期かもしれません。夏休みに西の方へ
お出かけの予定がある、キャンプに行く、円海山によく行く、などの方は、

ノミ・マダニ予防を当院にご相談下さい。今すぐ必要ですよ。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             
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ご報告 
7/22動物愛護センターの高齢犬猫との暮らし方セミナー。無事に終了しました。
前回参加された方から介護の話題のリクエストがありましたので、今回は介護
の話が中心でした。介護もいざそうなってみるともう少し前から色々準備して
おけばよかった、というご意見も少なくないので、そういうケースをお話して、
早めに準備しよう！ということを呼びかけました。どんなに元気でも、前から
やっておければ、介護にならずに済むかも？しれません！特に最近の介護用
マットなどは、介護にならないように予防ができるかもしれないマット、とし
てもその存在をアピールしつつあります。こんなに元気なのに、そんなことを
考えなくてはならないのかしら？おそらく、10キロ以上のワンコは気にしてお
かないといけないかもしれません。ニャンコの場合は、認知症かと思ったら病
気だったなど、病気のせいで変化していくことが多いため、常に病気を意識す
る必要があるかもしれません。 
ご協力頂いた皆さま、ありがとうございました。 
 
 
お知らせ 
トリミングは近隣区のペットサロンにご協力いただけることになりま
した。必要な方にはご紹介できますので、よろしくお願い致します。 
（料金などは当院と違うかもしれません） 

 夏休みと働き方改革 
 
8月22（火）-24（木） 当院の夏休みとさせていただきます。 
診療・ペットホテル・トリミングすべてお休みとなります。 
診療はいつものように杉田の曽屋先生にお願いしていきます。 
 
働き方改革もあり、動物病院スタッフも働き方が変わってきていま
す。院長の勤務医時代には、丁稚奉公スタイルが変わりつつある状
況でした。今は、この数年で、すさまじく変わってきています。 
それと共に高齢化社会と人手不足。 
こういう職業なんだから残業は当たり前、という時代は終わりまし
た。職員のためには院長は正直なところ開院時間を短縮するしかな
いのではないか？と思っています。 
夏は昼間暑いので、どうしても夕方からの診療が増えるのですが、
残業を減らさないと看護婦さんはからだが持たないだろうなと危惧 
 しています。もう少し様子を見ていきますが、人手が確保できな
いような場合は、おそらく短縮する方向で行くと思います。 




